




ぼく、元気だよ…！
エッ？ぼくの夢…？

東日本大震災、原発事故から４年半が過ぎました

福島では放射能の影響で、いまだ外での活動が制限されている

子どもたちがたくさんいます

原発事故後、

徒歩での遠足は一度も行われていない子どもたち

運動会を体育館の中で行わなかればならない子どもたち

自由に遊ぶことも、草木に触れることも、

禁じられている子どもたち

除染の順番もまだまだ回ってこない家庭がたくさんあります

子どもたちに少しでも、

放射能の心配をしないで過ごしてほしい

仙台教区では、そんな思いのもとで、

継続的に保養活動を行ってきました

のびのびと、いきいきと生きるための一助となればと願います

「子どもたちを放射能から守ろう！」基金

 「子どもたちを放射能から守ろう！」基金は、春・夏・秋・冬の
 子どもたちの一時保養事業などに使わせていただいております。
 これらの活動は、息の長い計画が求められております。
 引き続き、ご支援を賜りますようお願い申しあげます。
　ゆうちょ銀行　口座番号 ０２２７０-８-１１８１２７
　　　　　　　　口座名「子どもたちを放射能からまもろう！」

今年の夏もミヤマクワガタのいる森は放射線量が高く、子ど
もたちを連れて行けませんでした。住宅、公園、通学路の除
染はまだ終わらず、森林の除染は手付かずです。子どもの健や
かな成長を願う親の苦悩はまだ続いています。
子どもたちが放射能を気にせず、いきいきといのちいっぱい
に遊べるようになるまで「保養」活動を続けていきます。こ
れからも子どもたちの「咲顔」を守るためにご支援ご協力を
お願いします。

「子どものつどい」から始まり、親子や家族でも参加できる
形へ変化してきました。現在は家族だけでゆっくり過ごして
もらうものを中心に実施しています。温泉やコテージ、お寺
の施設を一部開放して宿泊するものなど、リピーターや口コ
ミを通して人と人の繋がりの中で広がってきました。
教区外への保養引率や資金補助も行なっています。
また、住んでいる地域への訪問を通して関わった人たちの
「声」を聞かせてもらっています。

震災当時、小学生だった子どもたちが中学生、高校生になっ
ています。彼らの声をどう聞いていくか、これから新たに参
加してくれる幼児や小学生とどうやって出会っていくかが課
題になっています。
「風評を煽るんじゃないか」という批判や、参加者周囲の
「まだ出かけるの？」という声とも向き合っていかなければ
なりません。時間の経過や状況の変化の中で小さくなってい
く「声」を聞き、継続的な関わりを続けていきます。

なぜ「保養」は必要なの？ どんなことをしてきたの？ これからどうするの？


	災害救援本部通信19_表1.pdf
	災害救援本部通信19_表4
	災害救援本部通信19_ポスター面

